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重症度 症状

０ 非破裂動脈瘤

Ⅰ
無症状、または軽い頭痛や項部硬直（うなじ・首の
部分の硬直）がある状態。
（手術後の生存率：約90～100％）

Ⅰａ
意識がはっきりしていて、急性期の症状がなく、
神経症状が固定している状態。
（手術後の生存率：約90～100％）

Ⅱ
意識がはっきりしていて、中等度・強度の頭痛、項
部硬直はあるが、脳神経麻痺（マヒ）以外の神経
症状がない状態。（手術後の生存率：約90％）

Ⅲ

意識状態は傾眠（けいみん：放置しておくと眠り込
んでしまうが、叩いたり声をかけたりすることで目
を覚ます状態）、錯乱、軽度の片麻痺（かたまひ）
などの局所神経障害を持つことがある状態。
（手術後の生存率：約80％）

Ⅳ

意識状態は昏迷、中等度から強度の片麻痺、とき
に早期の除脳硬直（四肢の伸展など）、自律神経
症状の初期症状のある状態。
（手術後の生存率：約50％）

Ⅴ
意識状態は昏睡、除脳硬直、瀕死の状態。
（手術後の生存率：約20％）




























